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上で開催する例もある．印刷製本や会場準備などの経費を節約できるー さらに，ー ラー ニング教材や実験デー タ
や，コンテンツのメタデー タなども学術情報である．さらには，書物や論文のように定稿としてー まとまりになった
情報ばかりでなく，いわばページにばらされた断片的情報も多い。これらをどのように検束するかは将来の課題
である．
産草の箪ニは，利用形態の変容である．かつて文学図書館は情報を樟索し獲得する場所であったが，いまや
学術情報を発信しコミュニケイ卜する場所としての意書が高まりつつある。学肉で生産された学術情報を組織的
に学肉外および園内外に発信する仕組みを作ることは，今後，暗研ヲE機関との連機協力を進めるための資格
となる前提条件である。学術情報の畏身的な機聞から発信という能動的なサービス機闘へと国書館を転換す
ることが求められている．
最後に，変草の第三は，図書館の遍在化である．本来，学術情報（書籍）が集積された物理的な場所というの
が図書館の第一義であった。そのことは蛮わらないとしても，今後lまネットワー クを介した分散化と情報の組織
化が急速に進むと予想される。たとえば，自分の身近な端末から電手図書館lこアクセスするというのは見やす
い暗であり，それが私が学系等資料室に行かなくなった理由でもある．が，それに止まらず将来は，自分の端
末の中に自分専用の仮想図書館（私設書斎）を構築することができるようになるであろう。そこには，自分に必
要な雑誌だけを選んで見やすいように並ベ，興味のあるテー マについてピンポイントで検索するコマンドを登録
しておいてときどきブラウジングしたり，外国のさる研究所の最新情報を定期購鴎（情報プッシユ）するのであ
る。私股書斎，それは．圃書館情報の分散化ではな〈．図書館の置在化という褒現がふさわしい。
3.学術情報を‘組織化’し， a発信’しよう
学術情報というと吉従来の印刷されたe本’という概念を超えた広い対象を含むことはすでに述べた。しかし，
映像や音声など印刷できないもの，断片的な情報， 2~情報のような媒体や形式の面だけでなく．内容の面で
も境界が農とした広い概念である。
たとえば，ある愉酔を見てその著者の所属や担当授業の講轟ノートを知りたいケース，あるいは，ある研究愉
文についてそのプロジェクトの全容を知りたいケー スなど，さまざまな要求が起こることが予想される。それらの
検索要求がきっかけとなり共同研究や学術交溝が始まるかもしれない。このようなことを可能にするには，文学
の研究者データペースやプロジェクト情報が整備され，それらが学術情報と有機的に結合され連動するように
なっているという環揖が必要である。この意味で．学術情報は単独に存在するだけでは，その有効活用の観点
から＋分とはいえない。学術情報の境界上に在る教材コンテンツや研究者情報なども含めた情報の組織化
iJt，システム霞計段階で用意周到に視野に入れられているニとが要宿される．’文掌情報の組織化’と離れて，
文学図書館はひとり自分の学術情報の整備に専念しておれば事足りるという状況にはない．
一方では，全園の文学図書館聞では，学街情報の整備に向けて協力することの必要性が認識されつつある．
たとえば，高雄する学帽雑誌の契約交渉のためのタスクフォースの活動，学術雑誌の新しい出版方式の模壊
などであるが，最近．その重要性が強く瞳われつつあるのが，．学術暢聞リポジトリ’の構築であり，国立大学図
書館協会（国大国協）の重点プロジェクトとなっている．
文学などの学術機関において生産された学術情報を電子化し保存しておき，広〈学内外からインター ネットを
介してアクセスできるように発信することは，各機闘の存在を示し祉会的説明責任を果たすために必要なことと
位置付けられている。このような学術機関リポジトリの構聾は，従来の図書館薫務にはなかった新しいテー マで
あって，きわめて技術的な，したがって図書館組織に絡む謀置を肉包している。学術機関リポジトリの構築は，
外部アクセスに対する認証とセキュリティの確立．著作権処理方式，コンテンツのメタデー タの標準化とこれに
基づ〈検察収集（ハー ペスティンゲ）抜荷など課題山積である．本学においてもこれらの課題に対処するため
に．教員など利用者を含めた協力体制作りが速やかに行われることを期待したい．
4.附属図書館「研究開発室』の役割
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文学図書館は．構成員にとって役に立つ機関であるべきことは言うまでもないが，役に立ち方が変わりつつあ
る。従来の図書整備業務の効率化は依然として重要な課題であるが，上述した3つの故革も太学図書館の将
来に関わる重要事項である。これらはとくに技術的な課題であるところが特徴的である。昭和27年に決定され
た「太学図書館基準』には， e大学図書館は，…その業務の改善を図るための研究・開発機能を併せもたなけ
ればならない。’とあるが，現実にはそのような機能は設置されてこなかった。この度ようやく附属図書館に研究
開発室が設置されることになったが．利用者である教員の主体的なご協力を仰ぎながら．将来の大学図書館に
資する活動を展開していくことが期待される。
将来，後からやってくる人たち．学生・院生や次世代の研寛者に良い学習・研究環境を残すことは文切なこと
と思う。児孫のために美田を「買う』必要はないが，耕しておくことはできるかも知れない。
（にしはら・せいいち附属図書館副館長）
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